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P2～3 こんなことが決まりました
P4 意見書・請願

P9～16 そこが聞きたい（一般質問）
P17～19 子ども議会



議
案
審
議

全
員
賛
成全

員
賛
成

定例会で
こんな
ことが

決まりました
26議案を可決！

上
峰
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

　
平
成
27
年
４
月
か
ら
国
の
待
機
児
童
対
策
と
し
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
私
立
幼
稚
園
・
保
育
所
に
加
え
、「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
普
及
が
図
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
民
間
事
業
者
が
３
歳
未
満
の
保
育
を
行
う
「
地
域
型
保
育
」
が
新
た
に
市
町
村
の
認

可
事
業
と
し
て
設
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
条
例
は
、
そ
れ
ら
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
も
の
で
す
。

地
域
型
保
育
と
は

　
○
家
庭
的
保
育
（
定
員
５
人
以
下
）

　
○
小
規
模
保
育
（
定
員
６
人
〜
19
人
）

　
○
事
業
所
内
保
育

　
○
居
宅
訪
問
型
保
育

上
峰
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
「
児
童
福
祉
法
」
が
改
正
さ
れ
、
民
間
事
業
者
が
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
（
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
）
を
行
う
場
合
は
、
市
町
村
長
へ
届
け
出
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。　

　
こ
の
条
例
は
、事
業
者
が
満
た
す
べ
き
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
も
の
で
す
。

教育委員の定数増
など

平成26年12月

　平成26年第４回定例会は、11月28日から12月５日の８日間の会期で開催し、条例の新設・改正、
補正予算など慎重に審議し原案どおり、可決・同意となりました。
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議
案
審
議

教
育
長
の
選
任

　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
始
ま
る
新
教
育
委
員
会
制

度
で
、
新
た
に
設
置
さ
れ
る
上
峰
町
教
育
長
に
次
の
方

が
選
任
さ
れ
る
こ
と
に
同
意
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
氏　
　
名　
矢や

動ど
う

丸ま
る

　
壽ひ

さ
ゆ
き之

　
　
　
　
　
　
生
年
月
日　
昭
和
20
年
２
月
22
日

　
　
　
　
　
　
地　
　
区　
堤

　
　
　
　
　
　
任　
　
期　
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

上
峰
町
教
育
委
員
会
委

員
定
数
条
例

　
『
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
』

の
規
定
に
基
づ
き
、
幅
広
い
分
野
か
ら
の
意
見
を
吸
い

上
げ
、
組
織
の
強
化
を
は
か
る
た
め
に
教
育
委
員
会
委

員
の
定
数
を
８
人
と
す
る
も
の
で
す
。

上
峰
町
健
全
な
財
政
運

営
に
関
す
る
条
例

　
将
来
世
代
に
過
度
な
負
担
を
残
す
こ
と
の
な
い
安
定

的
か
つ
、
健
全
な
財
政
運
営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
町
の
財
政
運
営
に
関
し
て
の
基
本
的
な
事
項
を

条
例
で
定
め
る
も
の
で
す
。

議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　
「
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正

に
準
じ
、
議
会
議
員
の
期
末
手
当
支
給
月
数
を
０
・
15

月
分
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

特
別
職
の
給
与
条
例
の

一
部
改
正

　
「
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正

に
準
じ
、
町
長
及
び
副
町
長
の
期
末
手
当
支
給
月
数
を

０
・
15
月
分
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
「
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
」
の
改
正

に
準
じ
、
教
育
長
の
期
末
手
当
支
給
月
数
を
０
・
15
月

分
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

上
峰
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　
佐
賀
県
人
事
委
員
会
報
告
に
準
じ
、
町
職
員
の
給
料

等
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

　
○ 

民
間
給
与
と
の
格
差
を
埋
め
る
た
め
、
月
例
給
を

平
均
０
・
23
％
引
き
上
げ
。

　
○ 

勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
０
・15
月
分
引
き
上
げ
。

全
員
同
意賛

成
多
数

全
員
賛
成

全
員
賛
成全

員
賛
成全

員
賛
成

上
峰
町
職
員
の
公
益
的

法
人
等
へ
の
派
遣
等
に

関
す
る
条
例

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
運
営
の
強
化
を
目
的
に
、
町

職
員
を
派
遣
す
る
た
め
に
、
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員

の
派
遣
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成全

員
賛
成
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議
案
審
議

「
手
話
言
語
法
」

制
定
を
求
め
る

意
見
書

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患

者
に
対
す
る
医
療
費

助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書

軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の

周
知
及
び
労
災
認
定
基

準
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

　
手
話
は
、
ろ
う
者
に
は
、
大
切
な
情

報
獲
得
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手

段
と
し
て
大
切
に
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ろ
う
学
校
で
は
手

話
は
禁
止
さ
れ
、
社
会
で
は
手
話
を
使

う
こ
と
で
差
別
さ
れ
て
き
た
長
い
歴
史

が
あ
り
ま
し
た
。

　
国
連
の
障
害
者
権
利
条
約
に
は
「
手

話
は
言
語
」
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
日
本
政
府
は
こ
の
条
約
を
批
准
し
、

「
改
正
障
害
者
基
本
法
」
で
は
「
全
て

の
障
害
者
は
、可
能
な
限
り
、言
語（
手

話
を
含
む
。）
そ
の
他
の
意
思
疎
通
の

た
め
の
手
段
に
つ
い
て
の
選
択
の
機
会

が
確
保
さ
れ
る
」と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
法
第
22
条
で
は
、
国
・
地

方
公
共
団
体
に
対
し
て
情
報
保
障
施
策

を
義
務
づ
け
て
お
り
、
手
話
が
音
声
言

語
と
対
等
な
言
語
で
あ
る
こ
と
を
広
く

国
民
に
広
め
、
き
こ
え
な
い
子
ど
も
が

手
話
を
身
に
つ
け
、
手
話
で
学
べ
、
自

由
に
手
話
が
使
え
、
更
に
は
手
話
を
言

語
と
し
て
普
及
、
研
究
す
る
こ
と
の
で

き
る
環
境
整
備
に
向
け
た
「
手
話
」
の

法
整
備
を
国
と
し
て
実
現
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
「
手
話
言
語
法
」
を
制
定

す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　
わ
が
国
に
お
い
て
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
患

者
が
350
万
人
以
上
と
さ
れ
る
ほ
ど
蔓
延
し
て

い
る
の
は
、
国
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
国
の
法
的
責
任
は
明
確

に
な
っ
て
い
る
。

　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費

助
成
は
、
Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
減
少

を
目
的
と
し
て
い
た
た
め
、
助
成
の
対
象
か

ら
外
れ
て
い
る
患
者
が
相
当
数
に
の
ぼ
る
。

　
ま
た
、
肝
硬
変
を
中
心
と
す
る
肝
疾
患
も

障
害
認
定
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
が
、
認
定

基
準
が
極
め
て
厳
し
い
。
他
方
、
特
別
措
置

法
の
制
定
時
に
は
、「
と
り
わ
け
肝
硬
変
及
び

肝
が
ん
の
患
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
を
含

む
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る

こ
と
」と
の
附
帯
決
議
が
な
さ
れ
た
。し
か
し
、

国
に
お
い
て
は
、
何
ら
新
た
な
具
体
的
措
置

を
講
じ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
次
の
こ
と
に
つ

い
て
要
望
す
る
。

１ 

．ウ
イ
ル
ス
性
肝
硬
変
・
肝
が
ん
に
係
る
医

療
費
助
成
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

２ 

．身
体
障
害
者
福
祉
法
上
の
肝
機
能
障
害
に

よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
認
定
基
準
を
緩

和
し
患
者
の
実
態
に
応
じ
た
認
定
制
度
に

す
る
こ
と
。

　
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
（
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
）
は
、
頭

部
に
衝
撃
を
受
け
、
脳
内
の
情
報
伝
達
を
担
う

「
軸
索
」
と
呼
ば
れ
る
神
経
線
維
組
織
が
断
裂
す

る
な
ど
し
て
発
症
す
る
病
気
で
す
。

　
世
界
保
健
機
構（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）の
報
告
に
よ
れ
ば
、

２
０
２
０
年
に
は
世
界
第
３
位
の
疾
患
に
な
る

と
予
測
さ
れ
、
そ
の
対
策
が
急
務
で
あ
る
と
警

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
病
気
は
画
像
検
査
だ
け
で
は
異
常
が
見

つ
か
り
に
く
い
た
め
労
災
や
自
賠
責
保
険
の
補

償
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

　
そ
こ
で
次
の
こ
と
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

１ 

．業
務
上
の
災
害
ま
た
は
通
勤
災
害
に
よ
り
Ｍ

Ｔ
Ｂ
Ｉ
と
な
り
働
け
な
い
場
合
、
労
災
の
障

害
（
補
償
）
年
金
が
受
給
で
き
る
よ
う
、
労

災
認
定
基
準
を
改
正
す
る
こ
と
。

２ 

．労
災
認
定
基
準
の
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、
画

像
に
代
わ
る
外
傷
性
脳
損
傷
の
判
定
方
法
と

し
て
、
他
覚
的
・
体
系
的
な
神
経
学
的
検
査

法
を
導
入
す
る
こ
と
。

３ 

．Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ｉ
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
は
も
と
よ

り
、
国
民
、
教
育
機
関
へ
の
啓
発
・
周
知
を

図
る
こ
と
。

全
員

賛
成

全
員

賛
成

全
員

賛
成

国
に
対
し

国
に
対
し

意
見
書
を
提
出
!!

請
願
審
査
報
告

　
平
成
26
年
９
月
定
例
会
に
お
い

て
付
託
さ
れ
た
請
願
に
つ
い
て
、

審
査
の
結
果
次
の
と
お
り
決
定
し

た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
友
遊
か
み
み
ね

に
対
す
る
助
成
の
継
続
・

拡
充
に
関
す
る
請
願

採
択
す
べ
き
も
の

審
査

結
果

総
務
厚
生
常
任
委
員
長

碇　
　
勝
征

提
出
者　
総
務
厚
生
常
任
委
員
長

碇　
　
勝
征

提
出
者　
総
務
厚
生
常
任
委
員
長

碇　
　
勝
征

提
出
者　
総
務
厚
生
常
任
委
員
長碇　

　
勝
征

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い
友

遊
か
み
み
ね
」
は
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
を
対
象
に
「
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
」、「
健
康
づ
く
り
」
を

目
的
と
し
各
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開

催
し
て
お
り
、
そ
の
効
果
は
顕
著

で
あ
る
。
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
助
成
が
終
了

す
る
平
成
28
年
度
以
降
の
事
業
充

実
を
図
る
た
め
に
は
、
助
成
の
継

続
・
拡
充
が
必
要
で
あ
る
が
、
町

補
助
金
に
頼
る
だ
け
で
な
く
受
益

者
（
会
員
）
負
担
の
引
き
上
げ
も

併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
。

主
な

意
見
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決

算

一般会計

特別会計

主な財政指標

歳入総額
41億
7,376万
4千円

歳出総額
39億

8,089万円

町税
14億2,546万円
34.2％

諸収入他
1億7,812万8千円
4.3％

地方交付税
9億5,489万4千円
22.9％

使用料・手数料
7,978万1千円
1.9％

国庫支出金
5億4,542万7千円
13.1％

県支出金
2億2,599万4千円
5.4％

町債
4億8,539万7千円
11.6％
繰越金
1億6,143万9千円
3.9％

各種交付金
1億1,724万4千円
2.7％

総務費
５億4,297万２千円
13.6％

民生費
９億3,979万７千円
23.6％

衛生費
５億8,092万２千円
14.6％農林水産業費

３億3,507万６千円
8.4％

土木費
２億2,688万３千円
5.7％

消防費
１億5,750万２千円
4.0％

教育費
３億4,229万２千円
8.6％

公債費
７億5,266万円
18.9％

その他
１億278万６千円
2.6％

平成25年度 一般会計・特別会計　　算を認定一般会計・特別会計　　算を認定決
決算特別委員会委員長　林　　眞敏

歳入総額41億7,376万４千円：歳出総額39億8,089万円：差引額１億9,287万４千円

　平成26年９月10日の本会議において、本委員会に付託された平成25年度上峰町一般会計歳入歳出決算
及び各種特別会計歳入歳出決算について、平成26年９月19日、22日及び24日の３日間にわたり厳正なる
審査を行い、監査委員の意見書及び執行部の内容説明を聞き、慎重な審査の結果、適正であることを認め
全員賛成をもって認定すべきものと決定しました。

特別会計名称 歳入総額 歳出総額 差引額

国 民 健 康 保 険 10億442万３千円 ８億9,743万７千円 １億698万６千円

後 期 高 齢 者 医 療 9,404万６千円 9,362万１千円 42万５千円

土 地 取 得 158万５千円 ０千円 158万５千円

農 業 集 落 排 水 ８億8,646万８千円 ８億6,543万２千円 2,103万６千円

指標の説明 Ｈ25年度 Ｈ24年度

財 政 力 指 数 町の財政力を表す指数。１に近い団体ほど自主財源の割合が高
く、財政に余裕があるとされる。 0.58 0.57

経 常 収 支 比 率 町の財政の弾力性を表す指標。数値が低い団体ほど自由に使え
る財源が多いとされる。 90.5％ 91.4％

実 質 公 債 費 比 率
町の借金返済額が標準財政規模に占める割合を表す指標。18％
を超えると起債の際に許可が必要となり、25％を超えると起債
に制限がかかる。

19.1％ 20.5％

将 来 負 担 比 率 現時点で、町が将来負担すべき債務が標準財政規模の何倍ある
かを表す指標。 61.2％ 80.6％

5



予

算

歳入補正予算の主なもの（増額のみ） 
◎財政調整基金から繰入金 600万１千円
◎地方消費税交付金 1,055万９千円
◎保育所入所負担金 449万４千円
◎国庫支出金
　・国民健康保険基盤安定負担金 62万５千円
　・衆議院議員選挙委託金 875万２千円
◎県支出金
　・国民健康保険基盤安定負担金  376万１千円
　・農地台帳システム整備補助金 270万円
　・県知事選挙委託金 837万２千円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ） 
◎職員・議員期末手当など 600万１千円
◎人事・給与システム改修委託費
 　237万６千円
◎国民健康保険特別会計へ繰出金
 　692万７千円
◎保育所運営費 　660万６千円
◎農地台帳システム改修委託費 　270万円
◎小学校北校舎階段手すり設置費
 　105万８千円
◎小学校体育館放送設備改修費 　92万円
◎選挙執行費用
　・衆議院議員選挙 875万２千円
　・県知事選挙 837万２千円

一 般 会 計 本会期までの累計

歳入
39億
5,209万
8千円

歳出
39億
5,209万
8千円

町税
14億766万円
35.6％

地方交付税
８億2,355万円
20.8％

国庫支出金
４億5,895万６千円
11.6％

県支出金
２億9,176万４千円
7.4％

繰入金
２億5,120万９千円
6.4％

町債
１億8,211万８千円
4.6％

繰越金
１億8,092万４千円
4.6％

その他
３億5,591万７千円
9.0％

総務費
５億4,707万９千円
13.8％

民生費
10億3,367万円
26.2％

衛生費
５億7,878万５千円
14.6％

農林水産業費
３億9,731万６千円
10.1％

土木費
１億7,078万８千円
4.3％

消防費
１億5,625万１千円
4.0％

教育費
４億7,404万９千円
12.0％

公債費
４億6,094万９千円
11.7％

その他
１億3,321万１千円
3.3％

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

平成26年度　　正予算平成26年度　　正予算補
3,881万２千円増額して、総額39億5,209万８千円となる。

特 別 会 計
国民健康保険特別会計

農業集落排水特別会計
1,708万４千円を減額し、６億4,229万４千円となる

3,728万４千円を増額し、10億2,783万４千円となる
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議
案
審
議

議
案
番
号

件　　　　　　　　　　　　　　名
採
決
結
果

１２３４５６７８９
原
田　
　
希

寺
﨑　
太
彦

橋
本　
重
雄

碇　
　
勝
征

松
田　
俊
和

岡　
　
光
廣

吉
富　
　
隆

大
川　
隆
城

林　
　
眞
敏

47 平成25年度上峰町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
48 平成25年度上峰町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
49 平成25年度上峰町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
50 平成25年度上峰町土地取得特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
51 平成25年度上峰町農業集落排水特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
54 上峰町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
55 上峰町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
56 上峰町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
57 上峰町健全な財政運営に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
58 上峰町ふるさと寄附金基金条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
59 上峰町教育委員会委員定数条例 可決 ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○
60 上峰町職員の公益的法人等への派遣等に関する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
61 上峰町ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
62 上峰町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
63 議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
64 特別職の給与条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
65 上峰町教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
66 選挙公報の発行に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
67 平成26年度上峰町一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
68 平成26年度上峰町一般会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
69 平成26年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
70 平成26年度上峰町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
71 平成26年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
72 上峰町教育長の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
73 平成26年度上峰町一般会計補正予算（第６号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
74 上峰町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
－ 軽度外傷性脳損傷の周知及び労災認定基準の改正を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
－ ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
－「手話言語法」制定を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
－ 請願審査報告「ふれあい友遊かみみねに対する助成の継続・拡充に関する請願」（採択）可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
－ 平成25年度決算特別委員会審査報告について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数のときは議長が裁決権を行使します。（過半数議決の場合）

平成26年 第４回定例会 議案賛否表

議
長
あ
い
さ
つ

議
長　
中
山　
五
雄

　
日
増
し
に
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
皆

様
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
察
し
致
し
ま
す
。
今

年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
今
期
最
後
の

12
月
定
例
会
が
例
年
よ
り
早
く
開
会
し
、
議
案
の
す
べ
て

が
議
員
皆
さ
ん
の
理
解
の
も
と
可
決
す
る
こ
と
が
で
き
、

12
月
５
日
に
無
事
閉
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
財
政

難
の
上
峰
町
も
緩
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
改

善
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
、
町
長
は
じ
め
行
政
の
方
々

の
努
力
が
実
っ
て
き
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
国
内
各
地
で
は

様
々
な
事
件
、
事
故
が
数
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
中
で
も

集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
ま
た
御
嶽
山
の
噴
火
、
最
近

で
は
近
く
の
阿
蘇
山
も
噴
火
し
て
人
の
力
で
は
ど
う
に
も

で
き
な
い
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
感
じ
さ

せ
ら
れ
た
年
で
し
た
。
町
内
で
は
大
き
な
事
件
、
事
故
、

災
害
も
無
く
大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
真
の
声
を
聞
き
、
町
長
は

じ
め
職
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
議
会
も
協
力
し
安
全
、
安
心

の
町
づ
く
り
「
住
ん
で
良
か
っ
た
上
峰
」
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
。

　
最
後
に
皆
様
、
良
い
新
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

○は賛成　×は反対
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委
員
会
報
告

 調査特別委員会　　　調査特別委員会　　　調査特別委員会　　　調査特別委員会　　　調査特別委員会　　　調査特別委員会　　　調査特別委員会　　　調査特別委員会　　　設置
　
平
成
26
年
第
３
回
定
例
会
（
９
月
議
会
）

の
補
正
予
算
に
対
す
る
質
疑
の
な
か
で
、

碇
地
区
の
新
地
下
水
位
制
御
シ
ス
テ
ム

（
フ
ォ
ア
ス
）
の
工
事
費
増
額
に
つ
い
て
、

納
得
の
い
く
答
弁
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
10
月
14
日
に
行
政
よ

り
、
三
養
基
西
部
土
地
改
良
区
及
び
議
会

へ
の
説
明
・
意
見
交
換
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
こ
で
も
明
確
な
回
答
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
議
会
が
納
得
で
き
な
い
以
上
、
特
別
委

員
会
を
設
置
し
真
相
を
究
明
す
べ
き
と
の

こ
と
で
、「
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業（
フ
ォ

ア
ス
）
調
査
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。 経

　
緯

　
議
会
と
し
て
問
題
視
し
た
の
は
、
平
成

24
・
25
年
度
に
三
養
基
西
部
土
地
改
良
区

が
事
業
主
体
と
な
り
実
施
し
た
事
業
と
、

平
成
26
年
度
に
町
が
事
業
主
体
と
し
て
実

施
す
る
事
業
の
間
で
、大
き
な
金
額（
単
価
）

の
差
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　
12
月
10
日
、
15
日
及
び
18
日
の
３
日
間
、

参
考
人
と
し
て
三
養
基
西
部
土
地
改
良
区

理
事
、
特
許
権
を
持
つ
事
業
者
（
以
下
、

事
業
者
）
及
び
設
計
業
者
か
ら
、
ま
た
上

峰
町
長
か
ら
も
意
見
の
聞
き
取
り
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
碇
地
区
の
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
事
業

者
及
び
上
峰
町
長
双
方
か
ら
、
約
23
万
円

が
妥
当
な
金
額
で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　
で
は
な
ぜ
、
平
成
24
・
25
年
度
に
実
施

さ
れ
た
事
業
は
約
15
万
円
で
で
き
た
の
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
事
業
者
か
ら
は
、今
後
フ
ォ

ア
ス
を
普
及
さ
せ
て
い
く
た
め
、
こ
の
事

問 

題 

点

経
過
報
告

業
を
モ
デ
ル
事
業
と
捉
え
、
安
価
に
抑
え

た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
が
12
月
18
日
ま
で
の
委
員
会
に
お

け
る
主
な
調
査
経
過
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

の
や
り
と
り
を
踏
ま
え
、
最
終
的
に
は
臨

時
会
で
委
員
長
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
す
。新地下水位制御システム（フォアス）の施工
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一般
質問
そ
こ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

の
道
路
と
合
わ
せ
補
助

率
高
い
関
係
機
関
と
折

衝
し
た
い
。

答
町
長　
町
負
担
軽
減

の
形
で
、
関
係
機
関

で
あ
る
防
衛
省
と
協
議

を
な
し
進
め
た
い
。

問
住
民
の
声
と
し
て
、

側
溝
蓋
が
ガ
タ
ガ
タ

と
響
い
て
生
活
に
支
障

あ
り
と
の
声
が
あ
る
が
。

答
建
設
課
長　
高
さ
等

を
業
者
対
応
さ
せ
る
。

問
前
牟
田
学
習
施
設
等

の
洋
式
ト
イ
レ
化
は
。

答
町
長　
平
成
27
年
に

対
応
す
る
。

問
職
員
定
数
は
現
在
数

に
改
正
す
べ
き
で
は
。

答
副
町
長　
現
定
数
91

名
、
現
在
71
名
で
抑

制
状
態
、
全
国
自
治
体
で

最
少
で
あ
る
が
、
現
行
で

い
き
た
い
。

問
環
境
美
化
啓
蒙
は
。

答
住
民
課
長　
看
板
塗

り
か
え
を
12
月
中
に

実
行
す
る
。

　
看
板
標
語
の
作
成
は
、

上
峰
中
学
校
の
生
徒
の
み

な
さ
ん
に
依
頼
し
た
。

　
（
看
板
標
語
）

○ 

町
も
心
も
き
れ
い
な
上

峰
。

○ 

み
ん
な
で
美
化
の
町
づ

く
り
。

○ 

ポ
イ
捨
て
ゼ
ロ
に
し
よ

う
。

○ 

自
分
の
心
に
エ
コ
マ
ー

ク
。

○ 
き
れ
い
な
心
で
ご
み
拾

い
。

○ 

ゴ
ミ
の
始
末
を
確
実
に
。

○ 

地
面
は
ゴ
ミ
箱
で
す

か
？

問
町
債
（
借
金
）
の
未

償
還
元
金
と
償
還
額

（
返
済
金
）
の
経
緯
、
更

に
基
金
（
貯
金
）
積
立

の
経
緯
、
そ
れ
ぞ
れ
10

年
間
の
実
績
は
。

答
企
画
課
長　
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

問
行
財
政
改
革
を
着
実

に
実
行
し
た
結
果
、

町
債
（
借
金
）
は
20
億

円
減
少
し
、基
金（
貯
金
）

は
３
億
円
増
額
に
な
り

評
価
で
き
る
。

　
今
後
は
、「
第
四
次
総

合
計
画
」
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
〝
上
峰
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ン
・
み
ん

な
で
つ
く
る
元
気
創
造

拠
点
上
峰
〞
を
目
指
す

た
め
、
ム
ダ
を
な
く
し

経
費（
義
務
費
、物
件
費
、

補
助
費
）
の
節
減
を
な

し
、
健
全
な
財
政
運
営

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

答
町
長　
予
定
さ
れ
て

い
る
「
財
政
健
全
化

条
例
」
に
沿
っ
て
対
応

す
る
。

問
こ
の
請
願
道
路
は
永

年
に
わ
た
る
危
険
性

を
は
ら
ん
で
い
る
懸
案

道
路
で
町
内
外
か
ら
多

く
の
皆
様
が
、
危
険
を

感
じ
な
が
ら
日
々
利
用

さ
れ
て
い
る
「
生
活
道

路
」「
通
学
道
路
」
で
あ

る
。
一
日
も
早
い
改
良

整
備
を
待
望
さ
れ
て
い

る
。答

建
設
課
長　
設
計
３

案
で
き
て
い
る
。
他

坊
所
三
上
変
則
五
差
路

改
良
整
備
進
渉
は

問

他
の
道
路
等
と
合
せ
て
、

補
助
率
高
い
関
係
機
関
と
折
衝

答

財
政
運
営
の
取
り
組
み
は

問

財
政
健
全
化
に
向
け
て
取
り
組
む

答

各要望等の取り組
みは！

それぞれ対応

問

答

碇　勝征 議員

未償還元金・償還額（返済）・基金の経緯
平成16年度 平成25年度 比　較

未償還元金
109.1億円
・一般会計：51.7億円
・特別会計：57.4億円

88.5億円
・一般会計：42.9億円
・特別会計：45.6億円

20.6億円
減少

償還額
（返済額）

8.2億円
・一般会計：5.8億円
・特別会計：2.4億円

11.9億円
・一般会計：7.5億円
・特別会計：4.4億円

3.7億円
増加

基金
（貯金） 5.9億円（12基金の合計） 9.5億円（15基金の合計） 3.6億円

増加

ほ
か
に

○ 

交
通
安
全
事
故
防
止

策
に
つ
い
て
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一
般
質
問

寺﨑　太彦 議員

　

現
在
、
職
員
の
年
齢

構
成
が
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

型
に
な
っ
て
い
て
、
財

政
的
に
影
響
が
出
て
こ

な
い
の
か
。

答
副
町
長　
今
後
の
採

用
に
つ
い
て
は
退
職

者
数
を
考
慮
す
る
と
と

も
に
、
年
齢
構
成
の
偏

り
を
な
く
し
財
政
面
へ

の
配
慮
を
し
て
い
く
。

要望
類
似
団
体
と
の
比
較

で
、
行
政
効
率
が
語

ら
れ
て
い
て
検
証
が
必

要
で
あ
る
。

　

経
済
性
の
観
点
だ
け

で
な
く
、そ
れ
が
ど
れ
だ

け
住
民
の
福
祉
の
向
上

に
つ
な
が
り
、
ま
た
住

民
ニ
ー
ズ
に
つ
な
が
っ

た
か
な
ど
の
観
点
か
ら

の
評
価
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
副
町
長　
定
数
条
例

は
、
上
限
だ
と
考
え

る
。
ま
た
、
改
正
は
、

一
度
決
め
た
も
の
を
頻

繁
に
変
え
る
の
は
ど
う

か
と
思
う
。

問
定
数
も
、
根
拠
を
示

し
た
上
で
、
適
正
な

数
を
決
め
て
い
か
な
い

と
計
画
的
に
採
用
が
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

問
職
員
定
数
条
例
91
人

と
現
在
の
数
は
71
人

と
数
が
か
け
は
な
れ
て

い
る
が
改
正
の
考
え
は
。

答
副
町
長　
全
国
の
類

以
団
体
と
較
べ
て
、

も
っ
と
も
少
な
い
人
数

と
な
っ
て
い
る
。
職
員

に
は
少
な
い
人
数
で
業

務
遂
行
と
い
う
こ
と
で
、

負
担
や
苦
労
を
か
け
て

い
る
。

　

市
町
村
行
政
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
将
来
を

予
想
し
が
た
く
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
、
業
務

が
増
え
る
方
向
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
な

の
で
職
員
定
数
は
現
行

の
ま
ま
と
し
、
今
後
、

状
況
の
変
化
等
を
見
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

78
人
か
ら
84
人
の
間
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
条
例
で
91
人
と
決
め

て
い
る
。
こ
れ
は
、

定
数
の
上
限
な
の
か
、

そ
れ
と
も
91
人
に
近
づ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
。
状
況
の
変
化
に

よ
り
、
す
ぐ
に
定
数
を

改
め
る
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

執務風景（庁舎1F）

執務風景（庁舎2F）

職員定数条例改正は

検討していく

問

答
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一
般
質
問

大川　隆城 議員

ほ
か
に

○ 

駐
屯
地
ヘ
リ
隊
移
設

に
関
し
て
の
説
明
は

あ
っ
た
の
か

問
前
回
地
権
者
12
人
中

８
人
の
方
に
同
意
い

た
だ
き
、
残
り
４
人
の

方
に
年
内
に
同
意
い
た

だ
く
た
め
鋭
意
努
力
中

と
の
こ
と
、
そ
の
後
の

経
過
は
。

答
建
設
課
長　
切
通
区

長
、
関
係
各
位
と
協

議
を
重
ね
な
が
ら
努
力

し
て
い
る
が
、
年
内
に

全
員
同
意
完
了
は
困
難

な
状
況
に
あ
る
。
し
か

し
今
後
も
鋭
意
努
力
し

て
い
く
。

問
課
長
が
再
々
お
願
い

し
て
も
無
理
な
ら
、

町
長
が
出
向
く
こ
と
も

必
要
で
は
な
い
か
。
中

に
は
町
長
訪
問
を
待
っ

て
い
る
方
が
お
ら
れ
る

か
も
、
と
も
思
う
が
。

答
町
長　
地
元
の
声
を

十
分
に
聞
き
、
手
続

上
の
流
れ
を
十
分
伝
え

る
こ
と
が
先
決
と
考
え

る
。

問
役
場
〜
加
茂
交
差
点

間
の
地
権
者
16
人
全

員
測
量
同
意
の
も
と
、

10
月
〜
11
月
測
量
に
入

る
と
あ
っ
た
が
、
予
定

通
り
進
ん
で
い
る
か
。

答
建
設
課
長　
調
査
費

は
予
算
化
さ
れ
て
い

る
が
、
測
量
実
施
が
年

度
中
に
ず
れ
込
む
と
東

部
土
木
事
務
所
か
ら
聞

い
て
い
る
。
江
越
区
五

丁
田
近
く
の
、
県
道
維

持
管
理
面
で
の
法
面
拡

幅
整
備
が
な
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
江
越
区
域

内
県
道
東
側
歩
道
拡
幅

も
含
め
て
、
法
面
拡
幅

整
備
と
併
用
し
て
、
県

道
沿
線
の
歩
道
整
備
促

進
に
向
け
て
継
続
的
に

要
望
を
続
け
て
い
き
た

い
。

問
県
道
坊
所
城
島
線
の

沿
線
４
箇
所
試
掘
に

よ
る
地
質
調
査
が
７
〜

８
月
に
実
施
さ
れ
、
10

月
振
動
調
査
実
施
と
聞

い
て
い
た
が
、
結
果
は
。

答
建
設
課
長　
予
定
通

り
準
備
さ
れ
て
い
た

が
、一部
道
路
工
事
中
の

た
め
正
確
な
デ
ー
タ
を

期
し
て
、
12
月
上
旬
実

施
へ
変
更
。
調
査
結
果

を
ふ
ま
え
て
地
盤
改
良

を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

問
今
回
の
法
改
正
に
よ

り
首
長
権
限
の
強
化

で
教
育
長
の
任
免
権
、

総
合
教
育
会
議
の
主
宰

等
で
き
る
。
一
般
論
と

し
て
首
長
の
意
見
に
押

し
切
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
の
で
は
、
と
の
見

方
も
あ
る
が
。

答
町
長　
政
治
的
中
立

性
を
保
ち
最
終
権
限

は
教
委
に
あ
り
、
そ
の

ト
ッ
プ
は
新
教
育
長
で

教
育
の
責
任
が
明
確
に

な
っ
た
。

　

総
合
教
育
会
議
を
主

宰
で
き
る
が
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
的
立
場
で
招
集
し

遅
滞
な
く
予
算
執
行
す

べ
く
情
報
収
集
に
努
め

る
。答

教
育
長　
首
長
の
教

育
長
任
命
責
任
が
明

確
化
し
た
。
総
合
教
育

会
議
で
協
議
を
重
ね
て

い
く
の
で
、
首
長
の
意

見
に
押
し
切
ら
れ
る
こ

と
は
な
い
。
教
育
大
綱

策
定
権
限
は
首
長
に
あ

り
、
教
委
が
不
同
意
の

事
項
が
あ
れ
ば
そ
の
理

由
を
附
記
事
項
と
し
て

明
記
で
き
る
。
今
後
、

首
長
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

坊
所
城
島
線
歩
道
整
備

は
予
定
通
り
か

問

測
量
実
施
は
年
度
中
へ
と
ず
れ

こ
む

答

新
教
育
行
政
法
、
首
長
・
教
育
長
の
権
限

の
範
囲
は

問

首
長

－

教
育
長
の
任
免
権
、総
合
教
育
会
議
を
主
宰

　
教
育
長

－

教・委
の
代
表
、責
任
者（
事
務
執
行・事
務
局
指
揮
監
督
）

答
地盤改良への振
動調査の結果は

12月上旬調査実施

問

答

切通交差点改良、年
内同意完了は

年内に全員同意は困難

問

答
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一
般
質
問

問
地
球
の
オ
ゾ
ン
層
の

破
壊
に
よ
り
、
紫
外

線
が
直
接
人
体
に
は
い

り
健
康
被
害
を
も
た
ら

し
て
い
る
。

　

特
に
皮
膚
が
ん
や
白

内
障
が
増
加
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
膝
の
治
療
に

は
水
中
歩
行
が
効
果
が

あ
る
と
す
す
め
ら
れ
て

い
る
。

　

夏
休
み
の
子
ど
も
た

ち
も
紫
外
線
を
あ
び
る

こ
と
な
く
１
年
中
環
境

の
良
い
プ
ー
ル
で
体
力

づ
く
り
が
で
き
る
。

い
る
が
、
合
併
ま
で

の
話
し
合
い
は
あ
っ

て
い
な
い
。

　
鳥
栖
市
副
市
長
、

三
養
基
郡
三
町
の
副

町
長
で
在
り
方
検

討
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
そ
こ
で
将
来
の

ビ
ジ
ョ
ン
作
り
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

　

合
併
に
つ
い
て

は
、今
後
前
向
き
に
、

あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら

検
討
を
し
て
進
ん
で

い
き
た
い
。

問
平
成
の
大
合
併

か
ら
10
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

　
そ
の
間
上
峰
町
は

財
政
再
建
に
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
今
後

も
建
物
の
維
持
補
修

や
道
路
の
整
備
又
、

ご
み
処
理
場
の
建
設

負
担
金
等
支
出
項
目

が
い
っ
ぱ
い
だ
。
こ

の
よ
う
な
状
態
で
は

財
政
再
建
は
な
か
な

か
難
し
い
と
思
う
。

そ
こ
で
、
こ
の
辺
で

合
併
の
道
も
真
剣
に

考
え
る
時
期
で
は
な

い
か
と
思
う
が
町
長

の
考
え
は
。

答
町
長　
現
在
、

鳥
栖
市
・
三
養

基
郡
の
連
携
事
業
の

話
し
合
い
は
あ
っ
て

問
教
育
長
の
考
え
は
。

答
教
育
長　
来
年
度
か

ら
新
設
さ
れ
る
教
育

委
員
会
の
総
合
教
育
会

議
の
な
か
で
検
討
し
て

も
ら
う
。

問
建
設
が
無
理
な
ら
ば

み
や
き
町
、
吉
野
ヶ

里
町
に
使
用
料
を
同
一

に
し
て
も
ら
う
よ
う
に

交
渉
で
き
な
い
か
。

答
町
長　
み
や
き
町
は

利
用
者
が
多
く
て
難

し
い
よ
う
だ
。
吉
野
ヶ

里
町
に
は
交
渉
す
る
機

会
を
も
う
け
て
み
た
い
。

問
使
用
料
の
差
額
分
を

補
助
金
と
し
て
交
付

で
き
な
い
か
。

答
町
長　
仮
に
、
週
２

回
、
200
人
が
１
年
間

利
用
し
た
と
し
て
、
補

助
金
の
額
は
、
518
万
４

千
円
と
な
り
、
財
政
が

厳
し
い
状
態
な
の
で
難

し
い
。

　

そ
こ
で
上
峰
町
に
も

温
水
プ
ー
ル
を
建
設
し

た
ら
と
思
う
が
。

答
町
長　
紫
外
線
を
あ

び
す
ぎ
る
と
被
害
も

い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
だ
。

　

建
物
や
衣
類
で
防
御

し
た
り
、
サ
ン
グ
ラ
ス

の
着
用
で
被
害
を
防
ぐ

方
法
は
あ
る
。

　

温
水
プ
ー
ル
の
建
設

は
教
育
委
員
会
で
検
討

さ
れ
て
、
必
要
で
あ
る

と
す
れ
ば
、
私
ど
も
も

検
討
し
た
い
と
思
う
。

合
併
の
考
え
は

前
向
き
に
検
討

問
答

橋本　重雄 議員

吉野ヶ里町温水プール みやき町温水プール

上
峰
町
に
も
温
水
プ
ー
ル

の
建
設
を

問

教
育
委
員
会
で
検
討

答
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一
般
質
問

問
青
少
年
健
全
育
成
に

つ
い
て
、
家
庭
・
学

校
・
地
域
・
企
業
・
行

政
が
一
体
と
な
っ
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

と
あ
っ
た
が
、
具
体
的

な
取
り
組
み
は
。

答
教
育
長　
学
校
教
育

関
係
で
言
え
ば
、
小

学
６
年
生
の
稲
作
体
験

が
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
町
内
事
業

所
・
行
政
と
の
連
携
に

な
る
と
思
う
し
、
企
業

と
の
連
携
と
し
て
は
、

中
学
校
の
職
場
体
験
を

実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
、町
民
セ
ン
タ
ー

問
小
学
校
の
大
プ
ー
ル

は
改
修
す
べ
き
だ
と

思
う
が
。

答
教
育
課
長　
小
学
校

大
プ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
学
校
か
ら
も
要
望

が
あ
が
っ
て
い
る
の
で
、

平
成
27
年
度
に
向
け
て

改
修
の
方
法
等
も
検
討

し
な
が
ら
、
財
政
担
当

と
協
議
し
て
い
く
。

問
漏
水
も
あ
り
、
内
装

も
は
が
れ
て
い
て
危

険
な
状
態
。
全
体
的
な

改
修
が
必
要
だ
と
思
う

20
周
年
事
業
を
計
画
し

て
い
る
が
、
そ
う
い
っ

た
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が

で
き
る
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
工
夫
・
改
善
し

な
が
ら
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

問
青
少
年
健
全
育
成
町

民
会
議
内
の
各
種
団

体
間
の
連
携
強
化
も
必

要
だ
と
思
う
が
。

答
町
長　
町
民
会
議
は

個
別
の
団
体
で
は
解

消
で
き
な
い
問
題
を
解

消
し
て
い
く
こ
と
を
主

旨
と
し
て
、
子
ど
も
の

健
全
育
成
に
関
わ
る
団

体
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

昨
今
、
心
の
問
題
が

メ
デ
ィ
ア
等
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

う
し
た
問
題
を
う
け
て

町
民
セ
ン
タ
ー
20
周
年

事
業
で
映
画
の
上
映
を

行
う
予
定
だ
が
、
こ
う

し
た
新
し
く
始
め
る
事

業
に
よ
っ
て
解
決
で
き

な
い
問
題
が
あ
れ
ば
、

ご
指
摘
い
た
だ
き
な
が

ら
新
た
な
事
業
を
町
民

会
議
で
実
施
し
て
い
き

た
い
。

の
で
、
早
急
に
取
り
か

か
ら
な
い
と
来
年
の
水

泳
の
授
業
に
間
に
合
わ

な
い
と
思
う
が
。

答
教
育
長　
水
泳
が
始

ま
る
６
月
中
頃
ま
で

に
は
間
に
合
う
よ
う
に
、

財
政
と
話
を
進
め
た
い
。

　

大
き
く
改
修
と
な
る

と
６
月
頃
ま
で
に
は
間

に
合
わ
な
い
と
思
う
の

で
、
安
全
安
心
に
水
泳

の
授
業
が
で
き
る
形
で

の
対
応
と
い
う
こ
と
で

考
え
て
い
き
た
い
。

青
少
年
健
全
育
成
の
取
り

組
み
は

新
た
な
事
業
を
実
施

問
答

小
学
校
プ
ー
ル
改
修
を

財
政
と
協
議
し
て
い
く

問
答

原田　希 議員

改修を要する小学校の大プール
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一
般
質
問

問
佐
賀
空
港
に
オ
ス
プ

レ
イ
が
配
備
さ
れ
る

と
同
時
に
、
目
達
原
駐

屯
地
の
ヘ
リ
50
機
が
佐

賀
空
港
に
移
さ
れ
る
事

に
な
れ
ば
、
町
の
財
政

に
影
響
は
な
い
の
か
。

答
町
長　
今
の
時
点
で

は
、
ヘ
リ
が
移
転
す

る
か
分
か
ら
な
い
の
で
、

町
の
財
政
に
影
響
す
る

か
ど
う
か
は
答
え
ら
れ

な
い
。

問
内
部
検
討
会
で
は
協

議
を
さ
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
、協
議
の
進
捗
は
。

答
町
長　
進
捗
に
つ
い

て
は
、
今
の
と
こ
ろ

進
ん
で
い
な
い
。

問
予
備
費
の
充
用
基
準

は
あ
る
の
か
。

答
町
長　
予
備
費
の
充

用
基
準
は
、
町
に
は

な
い
。

問
追
加
予
算
を
取
り
下

げ
て
予
備
費
で
の
充

用
は
で
き
る
の
か
。

（
議
案
第
42
号
）

答
町
長　
予
備
費
の
充

用
は
で
き
る
。

問
予
備
費
で
も
対
応
で

き
な
い
よ
う
な
事
態

が
生
じ
る
場
合
に
は
、

追
加
予
算
を
編
成
す
る

こ
と
に
な
る
。
追
加
予

算
を
取
り
下
げ
て
予
備

費
で
の
対
応
を
さ
れ
て

い
る
。

　

今
回
は
、
こ
れ
か
ら

す
る
と
、
逆
行
す
る
行

為
に
な
る
の
で
、
予
備

費
の
充
用
は
で
き
な
い

こ
と
に
な
る
の
で
は
な

問
地
方
創
生
に
つ
い
て

は
、
町
長
の
手
腕
に

か
か
わ
る
大
き
な
問
題

に
な
る
と
思
う
が
、
今

後
町
づ
く
り
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

い
か
。

答
町
長　
予
備
費
の
充

用
が
で
き
る
執
行
権

が
あ
る
か
ら
で
き
る
。

問
予
備
費
の
件
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
、
追

及
し
て
い
く
。

答
町
長　
地
方
創
生
に

つ
い
て
は
、
行
政
内

で
、
協
議
し
又
、
議
会

と
も
協
議
を
し
た
上
で
、

対
応
し
て
い
く
。

吉富　隆 議員

予
算
執
行
に
つ
い
て

法
律
に
基
づ
い
て
執
行

問
答

地
方
創
生
に
つ
い
て

ビ
ジ
ョ
ン
計
画
を
策
定
し
対
応

問
答

陸自ヘリ移転について

今後の状況を見ながら
対処

問

答
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一
般
質
問

問
下
坊
所
南
交
差
点

（
町
道
南
北
線
と
県

道
、
神
埼
・
北
茂
安
線

が
交
わ
る
交
差
点
）
は

交
通
事
故
が
多
発
し
て

い
る
。

　

町
道
側
か
ら
進
入
す

る
場
合
、
特
に
南
か
ら

通
行
す
る
と
き
ガ
ー
ド

パ
イ
プ
・
電
柱
等
に
よ

り
、
見
通
し
が
悪
い
の

が
現
状
。
今
後
、
信
号

機
お
よ
び
交
差
点
周
辺

の
改
善
等
対
応
策
は
。

答
総
務
課
長　
交
通
事

故
発
生
に
よ
り
、
安

全
対
策
に
つ
い
て
地

答
町
長　
西
峰
東
西
２

号
線
・
４
号
線
間
の

定
住
化
促
進
を
図
っ
て

い
く
た
め
に
、
民
間
活

力
を
利
用
し
な
が
ら
と

思
い
計
画
検
討
し
ま
し

た
が
、
業
者
間
と
の
周

辺
条
件
等
が
う
ま
く
い

か
ず
実
現
せ
ず
。
今
後
、

地
権
者
の
協
力
も
あ
り

条
件
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

答
建
設
課
長　
西
峰
地

区
の
道
路
整
備
は
、

請
願
書
に
基
づ
き
補
助

事
業
を
利
用
し
て
事
業

計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

　

仮
称
西
峰
東
西
３
号

線
に
つ
い
て
は
、
全
地

権
者
の
同
意
を
受
け
て

い
る
の
で
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
尊
重
し
条
件
整

備
が
で
き
る
よ
う
に
、

町
道
認
定
に
む
け
て
の

事
務
処
理
に
取
り
組
ん

問
生
活
ゾ
ー
ン
西
峰
地

区
基
盤
整
備
計
画
、

請
願
書
が
提
出
さ
れ
て

い
ま
す
が
事
業
計
画
の

策
定
さ
れ
ず
進
展
な
し
。

今
後
将
来
的
な
ま
ち
づ

元
・
県
警
・
土
木
事
務

所
・
学
校
な
ど
各
関
係

機
関
と
協
議
の
結
果
、

県
道
の
東
西
信
号
に
つ

い
て
は
通
常
「
青
信
号
」

に
な
っ
て
い
る
が
、
県

で
い
く
。

　

全
体
排
水
計
画
に
つ

い
て
は
、
先
ず
仮
称

東
西
３
号
線
が
道
路
整

備
・
道
路
排
水
計
画
が

で
き
た
時
点
で
再
検
討

す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

く
り
プ
ラ
ン
を
実
現
し

て
い
く
た
め
に
「
基
本

計
画
の
策
定
・
推
進
」

に
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
さ
れ
る
の
か
。

の
公
安
委
員
会
の
許
可

が
あ
り
次
第
「
ド
ラ
イ

バ
ー
の
運
転
注
意
喚
起

を
促
す
た
め
に
も
」
黄

色
の
点
滅
信
号
に
切
り

変
わ
る
。

　

町
道
南
北
線
に
つ
い

て
も
交
通
事
故
多
発
の

看
板
を
２
ヵ
所
設
置
し
、

通
学
道
路
で
も
あ
り
30

㎞
交
通
規
制
・
滅
速
帯

の
印
・
停
止
線
な
ど
を

明
示
し
て
安
全
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

答
建
設
課
長　
こ
の
交

差
点
は
、
南
か
ら
進

行
時
、
交
差
点
手
前
で

確
認
す
る
時
に
ガ
ー
ド

パ
イ
プ
に
よ
り
見
え
に

く
い
。
停
止
線
で
の
確

認
す
る
と
き
も
同
様
。

　

神
埼
・
北
茂
安
線
の

改
良
計
画
が
あ
る
の
で
、

そ
の
時
点
で
交
差
点
町

道
側
の
改
良
も
検
討
・

計
画
し
、
土
木
事
務
所

と
の
協
議
を
進
め
て
い

く
。

　

町
道
北
側
に
は
Ｊ
Ａ

住
宅
開
発
時
に
６
ｍ
の

道
路
幅
が
確
保
さ
れ
て

い
る
の
で
、
県
道
拡
幅

時
に
県
と
の
協
議
を
し

な
が
ら
、
交
差
点
改
良

計
画
に
つ
い
て
安
全
対

策
に
努
め
て
い
く
。

岡　光廣 議員

下
坊
所
南
交
差
点
の

安
全
対
策
は

神
埼・北
茂
安
線 

県
道
側
の
信

号
を「
黄
色
」点
滅
信
号
に
す
る

問
答

西
峰
地
区
生
活
ゾ
ー
ン

の
基
本
計
画
と
推
進
は

請
願
書
に
基
づ
き
事
業
計
画
の

策
定
に
入
る

問
答

ほ
か
に

○ 

河
川
の
維
持
管
理
計
画
に
つ
い
て

　

 

制
水
門
の
維
持
管
理

　

 　

 

三
養
基
西
部
土
地
改
良
区
お
よ
び
行
政
・
地
元

関
係
者
と
今
後
協
議
を
進
め
て
い
く
課
題
。

下坊所南交差点

仮称 西峰東西３号線15



一
般
質
問

問
地
域
再
生
の
足
が
か

り
と
し
て
、
先
行
的

な
発
想
は
あ
る
の
か
。

答
町
長　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
、
住
民
と
価
値

観
・
情
報
を
共
有
し
、

発
信
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
思
っ
て

い
る
。

問
民
間
の
活
力
を
、
ど

の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
の
か
。

答
町
長　
行
政
の
守
備

範
囲
と
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ

く
り
に
お
い
て
は
必
要

問
既
存
事
業
の
見
直
し

は
あ
る
の
か
。

答
町
長　
情
報
が
な
い

以
上
見
直
し
は
行
っ

て
い
な
い
。

　

た
と
え
見
直
し
が

あ
っ
て
も
、
活
力
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
実
現
の

た
め
、
事
業
の
見
直
し

は
行
わ
な
い
つ
も
り
で

あ
る
。

問
住
民
自
身
が
自
分
た

ち
で
実
際
に
行
動
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

是
非
と
も
や
っ
て
も
ら

い
た
い
。

答
総
務
課
長　

今
後

は
、訓
練
に
あ
た
り
、

実
際
に
一
般
住
民
を
巻

き
込
み
、
参
加
し
や
す

い
訓
練
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問
減
額
若
し
く
は
交
付

さ
れ
な
く
な
っ
た
場

合
の
柔
軟
な
対
応
は
あ

る
の
か
。

答
町
長　
国
政
の
重
要

な
問
題
で
あ
り
、
部

隊
の
移
設
を
前
提
に
し

た
、
新
た
な
要
望
を
す

る
こ
と
は
、軽
々
に
や
っ

て
良
い
の
か
と
い
う
考

え
を
私
と
し
て
は
持
っ

て
い
る
。

問
地
域（
区
）主
導
の
訓

練
は
で
き
な
い
か
。

答
総
務
課
長　
11
月
に

一
地
区
に
お
い
て
、

住
民
参
加
の
申
込
み
が

あ
っ
た
が
、
天
候
不
良

に
よ
り
中
止
に
な
っ
た
。

今
後
、
各
種
訓
練
に
、

地
域
の
方
か
ら
参
加
の

意
向
が
あ
れ
ば
、
積
極

的
に
共
助
化
を
図
っ
て

い
く
と
い
う
思
い
は

持
っ
て
い
る
。

問
自
主
防
災（
組
織
）

へ
の
住
民
意
識
の
啓

発
は
ど
う
か
。

答
総
務
課
長　
現
在
は

「
広
報
か
み
み
ね
」

に
防
災
に
関
す
る
記
事

等
を
掲
載
し
、
住
民
の

方
々
に
防
火
・
防
災
に

関
す
る
意
識
を
も
っ
て

も
ら
う
よ
う
心
が
け
て

い
る
。

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

問
ヘ
リ
が
移
駐
し
た
場

合
の
人
口
減
対
策
は
。

答
町
長　

現
段
階
で

は
、
防
衛
省
か
ら
の

移
設
に
関
連
す
る
明
確

な
回
答
が
な
い
以
上
、

移
設
を
前
提
と
す
る
行

動
は
と
れ
な
い
状
況
で

あ
る
。

特
防
調
整
交
付
金
の
件

現
行
事
業
は
継
続

問
答

防
火（
災
）訓
練
の
あ
り
方

住
民
の
参
加
を
検
討

問
答

林　眞敏 議員

地
方
の
再
生
は

問

民
間
と
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
み

行
っ
て
い
く

答

特防調整交付金と
既存事業の関係は
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子
ど
も
議
会

　平成26年11月６日、上峰町議会議場において、上峰中学校３年生による「子ども議会」が開催されました。
　子ども議会では、総合学習の授業でグループ毎に調査したことを、各グループの代表者が子ども議員と
なり、町執行部に対して質問しました。
　中学生の目線による、日常生活のなかの疑問や改善を要する点など、鋭い質問内容でした。
　子ども議会を終えての感想を、それぞれ書いていただきました。

議
長　
岩
﨑　
竜
也

　

僕
は
議
長
と
し
て
11
月

６
日
に
行
わ
れ
た
子
ど
も

議
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

議
長
と
し
て
参
加
し
て

み
て
上
峰
中
学
校
の
生
徒

が
町
の
執
行
部
の
方
々
に

自
分
た
ち
の
意
見
を
堂
々

と
述
べ
て
い
て
と
て
も
感

心
し
ま
し
た
。
ま
た
、
執

行
部
の
方
々
も
生
徒
の
意

見
一
つ
一
つ
に
丁
寧
に
答

弁
し
て
い
た
だ
き
、
町
や

中
学
校
の
こ
と
を
し
っ
か

り
と
考
え
て
下
さ
っ
て
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

普
段
僕
た
ち
が
何
気
な
く

過
ご
し
て
い
る
町
や
中
学

校
が
安
全
で
快
適
に
暮
ら

せ
る
の
は
町
の
執
行
部
の

方
々
の
大
き
な
支
え
が
あ

る
か
ら
だ
と
改
め
て
実
感

の
で
帰
り
が
遅
く
な
り
、

暗
く
な
っ
て
か
ら
帰
る
生

徒
達
が
多
い
で
す
。
以
前

か
ら
多
く
の
外
灯
を
つ
け

て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
は

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
暗
く
て
危

険
な
場
所
も
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
こ
れ
か
ら
も
外
灯

の
設
置
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
達
が
行
っ
た
子
ど
も
議

会
で
少
し
で
も
町
の
人
達

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
う
れ
し
い

で
す
。執

行
亜
由
美　
議
員

　

11
月
６
日
に
行
わ
れ
た

「
子
ど
も
議
会
」
に
私
は

議
員
と
し
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は

学
校
給
食
を
小
学
校
で
作

る
こ
と
は
で
き
な
い
か

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

僕
は
こ
の
子
ど
も
議
会
で

経
験
し
た
こ
と
は
必
ず
将

来
生
き
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
子
ど
も
議
会
を

行
う
に
あ
た
り
、
武
廣
町

長
を
は
じ
め
と
す
る
町
執

行
部
の
み
な
さ
ん
の
協
力

に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

議
長　
永
戸
ひ
か
り

　

私
は
初
め
て
議
会
に
参

加
し
て
と
て
も
緊
張
し
ま

し
た
。
私
は
発
表
者
で
は

な
く
議
長
で
し
た
が
、
学

校
で
子
ど
も
議
会
の
み
ん

な
が
一
生
懸
命
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
っ
た
り
、
実
際
に

見
回
り
を
し
た
り
し
て
い

る
の
を
見
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
、
ど
う
や
っ
た
ら

上
峰
町
の
人
達
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
の
か
と
て
も

考
え
て
い
ま
し
た
。
子
ど

も
議
会
が
お
願
い
し
た
案

件
の
中
で
外
灯
の
数
を
増

や
し
て
ほ
し
い
と
い
う
お

願
い
が
あ
り
ま
し
た
。
私

自
身
一
番
、
強
く
思
っ
て

い
た
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

多
く
の
生
徒
も
増
や
し
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
学
生
は
部
活
動
が
あ
る

何
を
テ
ー
マ
と
し
て
質
問

し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な

か
っ
た
た
め
、
学
校
生
活

の
中
で
も
身
近
に
あ
る「
給

食
」
を
テ
ー
マ
と
し
よ
う

と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

私
自
身
が
生
徒
会
で
給
食

部
部
長
を
し
て
い
る
か
ら

で
し
た
。
本
番
に
向
け
て

い
ろ
い
ろ
準
備
を
し
て
い

く
と
私
に
と
っ
て
と
て
も

考
え
深
い
テ
ー
マ
に
な
り

ま
し
た
。
当
日
、
演
壇
に

立
っ
て
み
る
と
と
て
も
緊

張
し
、
上
手
く
発
言
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
文

や
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

で
も
、
き
ち
ん
と
声
を
出

す
こ
と
は
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
そ
の
私
の
質
問
に

対
し
て
詳
し
く
、
分
か
り

や
す
い
答
弁
を
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
演
壇
で

発
表
す
る
ま
で
に
は
た
く

さ
ん
の
方
々
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
い
協
力
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
協

力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
う

ま
く
質
問
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

岩﨑竜也さん、永戸ひかりさん

執行亜由美さん、江頭沙季さん

子ども議会
上峰中学校
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子
ど
も
議
会

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
町

の
人
々
が
上
峰
町
を
よ
く

し
よ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い

る
ん
だ
な
ぁ
と
感
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
子
ど
も
議

員
と
し
て
質
問
す
る
こ
と

も
で
き
て
、
す
ご
く
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

後
藤　
夏
帆　
議
員

　
私
は
子
ど
も
議
会
に一日

議
員
と
い
う
こ
と
で
参
加
し

ま
し
た
。
そ
も
そ
も
子
ど

も
議
会
と
は
私
た
ち
が
町

な
ど
に
対
し
て
要
望
や
考

え
を
伝
え
る
も
の
で
す
。

上
峰
町
の
街
灯
設
置

に
つ
い
て

上
峰
中
学
校
の
放
送

設
備
に
つ
い
て

田
中　
志
歩　
議
員

　

私
は
、
今
回
子
ど
も
議

会
の
議
員
を
し
て
み
て
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
に
向
け
て
、

上
峰
町
を
よ
り
活
性
化
さ

せ
る
た
め
に
は
？
と
真
剣

に
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で

私
は
、
上
峰
中
学
校
の
放

送
設
備
に
つ
い
て
提
案
し

ま
し
た
。
本
番
で
は
し
っ

か
り
自
分
の
意
見
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
良

か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、

予
算
を
立
て
て
下
さ
る
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、

と
て
も
安
心
し
ま
し
た
。

ま
た
、
執
行
部
の
方
々
は
、

小
栁
壮
一
郎　
議
員

　

僕
は
、
こ
の
子
ど
も
議

会
に
出
て
み
て
、
い
い
経
験

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

最
初
の
リ
ハ
ー
サ
ル
の
と
き

は
議
場
に
入
っ
た
瞬
間
な
ど

は
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
練
習
を
重

ね
て
い
く
う
ち
に
だ
ん
だ
ん

そ
の
緊
張
も
う
す
れ
て
い
き

ま
し
た
。
本
番
で
は
、
し
っ

か
り
と
自
分
達
の
意
見
を

発
表
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

僕
達
の
班
は
、
上
峰
町
の

加
茂
交
差
点
西
側
で
死
亡

事
故
が
多
発
し
て
い
る
理

由
は
信
号
機
が
な
い
た
め

だ
と
考
え
て
、
そ
の
場
所
に

信
号
機
を
設
置
で
き
な
い

か
と
思
い
、
今
回
の
質
問

上
峰
町
の
交
差
点
に

つ
い
て

私
は
そ
の
要
望
と
し
て
街
灯

の
設
置
を
提
案
し
ま
し
た
。

で
す
が
、
こ
れ
を
提
案
す
る

ま
で
に
は
た
く
さ
ん
の
準
備

が
必
要
で
し
た
。
質
問
の

原
稿
を
作
成
す
る
た
め
に

学
年
の
皆
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
っ
て
集
計
し
た
り
、
文
が

お
か
し
く
な
い
か
何
度
も

推
敲
し
た
り
と
様
々
で
す
。

で
も
こ
の
経
験
を
通
し
て
口

で
言
う
こ
と
は
簡
単
だ
け

ど
何
か
を
す
る
に
は
労
力

や
知
恵
が
か
か
っ
て
大
変
な

ん
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
体
験
で

き
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
議
場
に
足
を
踏
み

入
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
初
め
は
緊
張
し
て
い

た
け
れ
ど
自
分
の
提
案
の

時
に
は
緊
張
は
緩
ん
で
い

た
の
で
町
執
行
部
の
方
た

ち
に
堂
々
と
自
分
の
思
い

を
伝
え
ら
れ
た
か
な
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
頂
き
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ぜ
ひ

来
年
度
も
後
輩
の
た
め
実

施
を
お
願
い
し
ま
す
。

常
に
上
峰
町
の
こ
と
に
つ

い
て
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
だ
な
と
思
い
と
て
も

あ
り
が
た
く
感
じ
ま
し

た
。
今
回
の
こ
と
は
自
分

に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

今
回
学
ん
だ
こ
と
、
感
じ

た
こ
と
を
今
後
、
様
々
な

場
面
で
生
か
し
て
い
き
た

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
今
回
の
子
ど
も
議
会

を
き
っ
か
け
に
、
上
峰
町

が
よ
り
良
い
も
の
に
な
れ

ば
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

石
村　
安
麗　
議
員

　

私
は
十
一
月
六
日
に
行

わ
れ
た
上
峰
町
の
議
会
に
、

一
日
子
ど
も
議
員
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。
リ
ハ
ー

サ
ル
な
ど
何
回
も
し
て
い

た
け
れ
ど
、
本
番
直
前
に

な
る
と
す
ご
く
緊
張
し
て

い
ま
し
た
。
で
も
、
始
ま
っ

て
何
分
か
た
つ
と
緊
張
が

ほ
ぐ
れ
て
、
思
っ
て
い
た

よ
り
も
う
ま
く
質
問
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他

の
み
ん
な
も
上
手
に
質
問

し
て
い
て
と
て
も
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
、

こ
の
子
ど
も
議
会
を
通
し

て
上
峰
町
や
学
校
の
設
備

の
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
の

を
用
意
し
ま
し
た
。
今
回
、

僕
達
が
質
問
し
、
そ
の
答

弁
で
、
そ
の
交
差
点
に
は
、

黄
色
の
点
滅
信
号
が
つ
く
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
僕
達
が

質
問
す
る
こ
と
で
信
号
機

が
つ
く
可
能
性
は
高
ま
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

少
し
は
、
上
峰
町
の
た
め

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。
最
後
に
こ

の
子
ど
も
議
会
に
出
ら
れ
て

よ
か
っ
た
し
、
と
て
も
良
い

経
験
に
な
り
ま
し
た
。
議

会
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

碇　
　
朋
樹　
議
員

　

僕
は
、
先
日
の
子
ど
も

議
会
を
通
じ
て
上
峰
町
の

上
峰
中
学
校
の
野
球
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て

石村安麗さん、田中志歩さん

後藤夏帆さん、江頭希美さん

碇　朋樹さん、鶴田征大朗さん

小栁壮一郎さん、北島和紀さん
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子
ど
も
議
会

に
つ
い
て
で
、
約
20
件

の
く
ぼ
み
や
で
こ
ぼ
こ
を

資
料
に
ま
と
め
、
提
出
し

ま
し
た
。
こ
の
資
料
に
つ

い
て
講
評
の
と
き
に
中
山

議
長
さ
ん
が
ほ
め
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
、
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
質
問
の
答
弁
は
、

今
年
度
中
に
予
算
の
範
囲

内
で
修
繕
す
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
の
で
、
良
い
結
果

が
得
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
子

ど
も
議
会
を
経
験
し
、
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
い

き
た
い
で
す
。

平
田
こ
こ
ろ　
議
員

　

11
月
６
日
に
子
ど
も
議

会
の
議
員
と
し
て
、
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
壇
上

上
峰
中
学
校
図
書
室

に
つ
い
て

議
員
さ
ん
が
普
段
ど
の
よ

う
な
事
を
し
て
い
る
の
か

と
い
う
事
や
、
常
に
上
峰

町
民
一
人
一
人
の
こ
と
を

考
え
て
今
何
が
必
要
な
の

か
な
ど
と
い
う
こ
と
を
真

剣
に
考
え
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
上

峰
町
議
会
議
員
に
一
日
指

名
さ
せ
て
も
ら
い
、
自
分

の
意
見
を
し
っ
か
り
発
言

し
て
、
実
際
に
町
議
会
の

方
々
に
答
え
て
も
ら
う
と

い
う
こ
と
は
、
将
来
上
峰

町
議
員
に
な
ら
な
け
れ
ば

で
き
な
い
こ
と
だ
と
思
う

の
で
、
僕
は
、
こ
の
貴
重

な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ

た
こ
と
に
す
ご
く
感
謝
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
子
ど
も
議
会
を
通
し
て

自
分
の
意
見
を
し
っ
か
り

他
人
に
伝
え
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
だ
か
ら
僕
は
大

人
に
な
っ
た
ら
こ
の
体
験

を
生
か
し
て
、
自
分
を
見

失
わ
ず
、
し
っ
か
り
と
み

ん
な
に
意
見
を
言
え
る
よ

う
な
立
派
な
大
人
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当

に
良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。

で
意
見
を
言
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。議
場
に
入
っ
て
、

思
っ
た
よ
り
人
が
た
く
さ
ん

い
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
私
は
、一番
最
後
で
み

ん
な
が
終
わ
る
ご
と
に
緊

張
が
増
し
て
い
き
ま
し
た
。

リ
ハ
ー
サ
ル
の
時
は
声
が
小

さ
く
て
本
番
で
も
な
る
の
で

は
な
い
か
と
不
安
で
し
た
。

順
番
が
回
っ
て
き
て
質
問
を

す
る
時
、
た
く
さ
ん
か
ん

で
し
ま
い
、
そ
の
後
の
記
憶

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
果
、
図
書
室
単
独
の
エ
ア

コ
ン
設
備
、
バ
ー
コ
ー
ド
管

理
体
制
の
確
立
は
す
ぐ
に

は
果
た
せ
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
よ
う

な
機
会
は
議
員
に
な
ら
な
い

限
り
経
験
で
き
な
い
と
思
う

の
で
、
と
て
も
身
に
な
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

先
、
も
っ
と
人
前
で
話
す
機

会
も
増
え
る
と
思
う
の
で
、

今
回
体
験
し
た
こ
と
を
い

か
し
て
い
け
れ
ば
な
と
思
い

ま
す
。
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

水
田　
英
斗　
議
員

　

今
回
、
子
ど
も
議
会
の

一
日
上
峰
町
議
会
議
員
を

務
め
て
、
と
て
も
貴
重
な

体
験
が
で
き
た
と
思
い
ま

し
た
。
子
ど
も
議
会
で
質

問
す
る
と
決
ま
っ
た
時
は
、

何
を
し
て
よ
い
の
か
わ
か

ら
ず
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

た
り
、
現
地
調
査
に
行
っ

た
り
、
広
用
紙
に
ま
と
め

た
り
し
て
準
備
を
し
、
質

問
書
を
完
成
さ
せ
る
と
、

よ
く
自
分
に
こ
ん
な
こ
と

が
出
来
た
な
と
思
い
ま
し

た
。
リ
ハ
ー
サ
ル
に
行
く

と
、
流
れ
を
全
て
説
明
さ

れ
、
改
め
て
議
員
だ
と
い

う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
僕
が
質
問
し
た
こ
と
は
、

上
峰
町
の
道
路
整
備
状
況

上
峰
町
の
道
路
の
整

備
状
況
に
つ
い
て

平田こころさん、日髙舞衣子さん

水田英斗さん、平田　享さん

子ども議会終了後、議場にて（子ども議員・町執行部・議会議員）19
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上
峰
町

検
　
索

⬅

　

も
う
い
く
つ
寝
る
と
お

正
月
と
い
う
時
節
と
な
り

ま
し
た
。

　

月
日
の
経
つ
の
は
早
い

も
の
で
、「
議
会
だ
よ
り
」

の
編
集
も
現
委
員
で
は
最

後
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
に
「
読
ん

で
も
ら
う
」
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
だ
ろ
う
と
研
修

会
や
先
進
地
を
視
察
し
た

り
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

編
集
し
て
き
ま
し
た
が
、

い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う

か
。

　

４
年
間
ご
愛
読
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

次
号
か
ら
の
「
議
会
だ

よ
り
」
も
多
く
の
方
の
ご

愛
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

橋
本

あ
と
が
き

　私達のサークル峰真会は15年前先人によって発足
され、その教え「融和と親睦」をモットーに中尾先
生の指導のもと町民センターにて練習に励んでいま
す。
　謠曲とは能楽に用いる文章、またそれを謠

う た

うこと
を指し、武家の殿中で新年に能役者を招きお謠

うたい

をう
たう儀式が行われたと聞き及んでおります。
　私達の活動は町民文化祭への出演、他のサークル
との合同による町内外の福祉施設への慰問や、みや
き町との交流を図り親睦を深めております。又、会
員は正月やお祝いの席でお謠

うたい

を披露し宴に花を添え
ています。少人数のサークルですが、謠曲の奥の深
さを貪欲に追求し更なるレベルアップを目標に精進
して参ります。
　来年度こそ女性サークルの発足を実現したいと
思っています。皆様、日本伝統文化の謠曲にチャレ
ンジしてみませんか。入会をお待ちしております。

　私たちBSサークルは、華道（池坊）と茶道（江
戸千家）を学んでいる株式会社ブリヂストン佐賀工
場の女性社員で構成されたサークルです。仕事が終
わった後に、華道は月２回、茶道は不定期にお稽古
をおこなっています。お稽古で活けた花は社内に飾
り、従業員や来工者に楽しんでいただけるようにし
ています。また、工場を訪れた外国の方に抹茶をお
出しし、日本文化を楽しんでいただくこともありま
す。他にも華展を見学したり、池坊講習会、近隣地
区でおこなわれているお茶会に参加し、勉強を重ね
ています。上峰町町民文化祭にも毎年参加させてい
ただき、上峰町の方々から「お花綺麗だね」「お茶美
味しかったよ」と声をかけていただけるのがとても
嬉しく、社外の方と交流できるのを心より楽しみに
しています。この活動で学んだことを、社内外のお
もてなしに活かせるよう、常に心がけてお稽古に励
んでいます。

行事への参加 10月～12月

10月７日 市町村行政講演会
10月８日 郡議長会全議員研修会
10月11日 目達原駐屯地創立記念行事
10月19日 上峰町防衛協会総会
11月１日 上峰中学校文化発表会
11月３日 町民文化祭
11月23日 かみちゃりグランプリ
11月25日 同和問題市町講座
11月26日 青少年育成大会講演会
12月20日 上峰町民センター20周年記念式典
12月21日 おたっしゃ館もちつき交流会

いきいき文化協会サークル紹介 13

峰真会（謠曲）BSサークル（華道・茶道）

連絡先　跡部 英憲　☎0952－53－2646
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